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大区画水田における水稲乾田直播栽培の評価と課題
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1　は　じ　め　に

これまで以上に稲作の省力・低コスト化をはかるために，
直播栽培は最も実用性の高い技術であり，近年，各地にお
いて様々な様式の直播技術が開発されている。また，直播
栽培の効果をより発揮させるには，圃場の大区画化が必要
であるといわれている。ここでは，強グライ土の大区画水
田における新直播栽培法を確立するために，八郎潟干拓地
内の農家が15ha規模で1976年から行っている耕起乾田直
播栽培の実態を調査して，その効果と課題を明らかにした。

2　試　験　方　法

（1）調査年：1994年
（2）調査圃場の内容：八郎潟干拓地内の農家圃場で，
1976年から直播栽培を開始した。経営面穂は水田15haで
あり，2．5ha（160mx156．3m）を1区画として計6区画
で排起散播乾田直播栽培を継続している。
（3）土壌：細粒質強グライ土，土壌統一田川続，土性－HC
（4）品種：たつこもち
（5）播種量・播種期：催芽籾12kg／10aを4月30日に散播
（6）施肥量：基肥はN8，P2058，K208kg／10aを化成
肥料で施用し，追肥はN4kg／10a相当量を硫安を用いて
施用

3　試験結果及び考察

（1）乾田直播の作業工程
図1には，1994年における作業工程と2．5ha当たりの実
作業時間を示した。耕起から収穫にいたるまで，すべての
作業はトラクターを用いて行われている。作業は，補助労
働力なしで経営者一人により行われており，極めて省力的
である。また，機械作業は潅水前の畑状態で行うため効率
的である。その他に，①稲わらをすき込んでも早期に湛水
しないために土壌は酸化的であり，還元による発芽障害が
ないこと，②種子に対する風による波の影響がないこと，
③草丈を確保してから潅水するために，均平ムラによる発
芽種子の水没がないことなどが長所としてあげられる。
（2）乾田直播田の土壌
図2に収穫後の土壌硬度を示した。直播田では，トラク
ターの走行を伴う作業回数が多いために，踏圧によるち密
化が顕著で，深さ15cmまでの土壌硬度は慣行田に比べて明
らかに大きかった。また，図3のように，グライ層の出現
位置は11cmであり，酸化層が極めて少なかった。このよう
に直播田では土壌物理性の悪化が顕著であり，水稲の根域
は極めて狭かった。
これまで，耕起乾田直播栽培では播種時に降雨があると
機械作業が遅れて播種適期を失する場合が多いことが問題
とされてきた。福井県ではこの間題を克服するために，耕
起後にローラによる鎮圧作美を導入して，耕盤及び作土層
を硬化させることにより，降雨後の大型機械の作業性を向
上させている1）。しかし，本調査から長期にわたりトラク
ターによる踏圧がある場合には，土壌の硬化が願書である
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図1　乾田直播栽培における実作業時間（1994年）

ため，降雨後でも大型機械の作業性は向上するもの
稲根の伸長などに悪影響を及ぼすことが明らかであ
た，サブソイラによる心土破砕を行ってもその効果
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的でしかも限られた期間であることが観察された。
（3）乾田直播水稲の生育・収量
図4に示すように，直播水稲の草丈はいずれの時期も移
植水稲に比べて低く推移した。また，図5には，茎数の推
移を示した。播種量が多いことから，直播水稲の茎数は移
植水稲に比べて初期から中期にかけて急激に増加した。直

一71－



東北農業研究　　第　48　号　（1995）

土壌硬度（鴫／／／d）

I　　　2　　3　　4　　　5　　　6

さ

cm

0

5

10

】5

20

25

30

35

4（】

囲2　乾田直楢の継続が土壌硬度に及ぼす影響（11月16日）

図3　乾田直播継続田の土壌断面形態（10月28日）
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図4　草丈の推移（品種：たっこもち）

播水稲の最高分げっ数は移植水稲に比べて多くなるが，生
育後半に窒素濃度の低下が大きいために有効茎歩合が低下
し，穂数ははば同等であった。窒素濃度の急激な低下は，
板張りが浅いことによる土壌窒素吸収量の不足が原因と考
えられた。その結果，表1のように直播水稲の収量は，417
k／10aと移植水稲の70％程度にとどまった。減収の主な
要因は，一棟籾数の不足と豊熟歩合の低下であった。

4　ま　と　め

図6には，大区画水田における乾田直播栽培の有利点と
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図5　茎数の推移（品種：たつこもち）

表1直播田及び慣行田の収量（品種；たつこもち）

区穂　数　　　玄米垂　　　収　量
（本／ポ）（k／10a）　指　数

直播田　　　　　462　　　　417　　　　　69

慣行田　　　　473　　　　601　　（100）
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囲6　大区画水田における乾田直播の有利性と課題

課題を示した。調査結果のように，耕起乾田直揺栽培によ
り極めて省力的な大規模稲作が可能になる。しかし，栽培
が長期にわたる場合には，大型機械の跨圧による土壌物理
性の悪化が顕著となり，水稲の生育は後半に凋落しやすく，
収量性も低い。それを解決するためには，同時作業により
機械走行回数を減らして過度な踏圧を防ぐこと．生育後半
の水稲窒素濃度を維持するために肥効調節型肥料を利用す
ること，下層土の物理性を改善するために田畑輸換体系を
導入することなどが課題となる。また，乾田直楢は，連年
栽培を続けると土壌養分が消耗することが指摘されている。
今後は，土壌の化学性も継続して検討する必要がある。
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